
様式２

1 基本情報

・ 牧場の維持管理に関すること
・ 牧場の使用の承認に関すること
・ 乳用牛及び肉用牛の飼養管理に関すること
・ 利用者への便宜の供与に関すること
・ 利用の促進に関すること

2 利用状況を把握するための指標 3 令和６年度の収支状況 （単位：千円）

※指定管理者が同一のため、岐阜県飛騨牧場分と合算計上

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　　 　付 　　　金 1,819

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・輸入飼料の価格高騰により収支が実質赤字となっ
た。国産飼料の増産・利用比率を高めるなど、経営
状況の改善に努められたい。
・業務形式の見直しに着手されたい。

・為替変動の影響を受けない国産飼料へシフトを強め、経営
改善を図る。県内産飼料の利用量を前年度の約１．５倍に増
やすなどして、一部を代替することを計画している。
・業務形式の見直しについては検討中。

・引取り手のない初妊牛の発生のおそれのあるとき
は、初妊牛評価日程を早める、また広報を強化する
等の対応策により、早めの対応ができるよう検討され
たい。

・生産者団体を通じて周知し、県内に供給するよう努めた。
・今後についても様々な手段を講じた対応を検討する。

人   件   費 143,272

施設管理費 379,000

そ   の   他 130,736

差   　　　　　　  引 15,957

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：頭）

収  入  計 668,965

利 用 料 金（利用料金なしの施設） 0
Ｒ４ 895

指定管理料 62,192
Ｒ５ 2,715

そ   の   他 606,773
Ｒ６ 4,299

支  出  計 653,008

令和６年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 農政部　畜産振興課

評価対象期間 R6.4.1　～　R7.3.31

指 定 管 理 者

名     称 一般社団法人　岐阜県農畜産公社

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市薮田南５－１４－１２

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県東濃牧場

所 在 地 恵那市長島町鍋山４－６６

R3.4.1 ～ R8.3.31
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様式２

5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S
・優れた管理運営がなされている。
・適正な施設管理及び飼養管理がなされており、利用者から施設職員の対応、施設の存在意義に
ついて評価されている。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.3 ・公共性が確保されている。

経営状況 4.2
・令和６年度についても発生した、引き取り手のいない初妊牛について、
その譲渡価格は、指標となる北海道の乳用初妊牛価格が上昇している
ことから、同程度の価格水準を視野に入れるなど、検討されたい。

派生的効果 4.2 ・ＰＲに力を入れ、イメージアップに努められたい。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.3
・少人数であるため困難が伴うが、職員はよくやっている。
・施設や設備の老朽化がある中での牛の管理となるので留意されたい。
・関係法令を遵守し、適正な管理を行うこと。

設置目的の充足状況 4.0
・牧場利用の増大を計られたい。
・生産物（乳用初妊牛）の価格帯が上がったため、農家が譲渡を受ける
際に牛に対して評価する見方や声が厳しいものとなっている。
・広報活動をもっと期待したい。


